
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あれっ？ この動き、デジャブ―（既視感）じゃないの？ 

私たちは、小さくない戸惑いを覚えます。この国はいつか来た道にも

どろうとしているからです。 

その動きを止めようと、市民的共同が強まってきました。そこに依拠

した運動をどうつくり平和を守るのか、今を生きる私たちが問われてい

るのではないでしょうか。秘密保護法、共謀罪反対の先頭でたたかって

来られた弁護士の海渡雄一さんと一緒に考えます。 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

主催・千代田区春闘共闘委員会／千代田九条の会（問い合わせ／千代田区労協℡03-3264-2905） 

－講師紹介－ 

海渡雄一（かいどゆういち）。1955 年まれ。

第二東京弁護士会所属。東京共同法律事務

所所属。日弁連共謀罪法案対策本部副本部

長として、共謀罪法案阻止に尽力。 

監獄人権センター代表、公害対策環境保

全委員会委員。脱原発弁護団全国連絡会共

同代表、脱原発法制定全国ネットワーク事

務局長。 

著作は『秘密法で戦争準備・原発推進』（創

史社）、『新共謀罪の恐怖：危険な平成の治

安維持法』（平岡秀夫との共著、緑風出版）、

近著では『戦争する国のつくり方』（彩流社）

など多数。 
 

会場案内図 


